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(57)【要約】
　　　
【課題】温室等の蓄熱方式暖房においてや、自然条件（
大気暖房）に近い暖房効果を実現すると共に、二系統熱
源の採用も容易に実現できる暖房装置を提供する。
【解決手段】温室Ａ等の暖房対象の建屋内の適宜位置に
、コンクリート製Ｕ字側溝１１を形成し、前記側溝内に
蓄熱用砕石１２を充填すると共に、前記蓄熱用砕石１２
内に線状発熱部（第一線状発熱部２１：電熱線と第二線
状発熱部２２：温水パイプ）を配設し、側溝上部をコン
クリート製蓋体１３で被覆し、選択的なエネルギー供給
を実現する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温室等の暖房対象の建屋内の適宜位置に、コンクリート製Ｕ字側溝を形成し、前記側溝
内に蓄熱用砕石を充填すると共に、前記蓄熱用砕石内に線状発熱部を配設し、側溝上部を
コンクリート製蓋体で被覆してなることを特徴とする蓄熱式暖房装置。
【請求項２】
　露出地面上に構築した温室における側縁個所に側溝を形成してなる請求項１記載の蓄熱
式暖房装置。
【請求項３】
　線状発熱部が、電熱線と温水パイプとを併設したものである請求項１又は２記載の蓄熱
式暖房装置。
【請求項４】
　電熱線の電力供給を夜間電力としてなる請求項３記載の蓄熱式暖房装置。
【請求項５】
　温水パイプへの温水供給機構として、燃焼ボイラーを使用してなる請求項３又は４記載
の蓄熱式暖房装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主として植物栽培に使用されるビニールハウス等の温室や、その他工場など
の広い空間を均一的に暖房する必要がある個所を暖房するための蓄熱式暖房装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば温室は、野菜や果実の栽培に使用される農業用や、熱帯植物などの栽培に使用す
る植物園に採用され、所定の骨組みにビニールを被せたり、或いはガラスを装着し、太陽
熱を利用すると共に、別の熱源をも採用して温室内を所定の温度に保持するようにしてい
る。
【０００３】
　この熱源の組み込み手段としては、温室内にストーブのような直接熱源となる機器を設
置して温室内を暖房する手法が知られているが、熱源機器の配置によっては室温分布にム
ラが生じ易く、これに伴い植物の育成も相違することになるので、その温度管理が非常に
煩雑になる。
【０００４】
　前記の対策として、温室内に蓄熱部材を配置し、蓄熱部材からの放熱によって温室内の
暖房を均一にする手法が提案されている。
【０００５】
　例えば特開平４－１０８３２１号公報（特許文献１）には、温室内地下に熱交換器（温
水パイプ）を配置し、温室外の太陽熱集熱器（所謂ソーラーシステム）によって集熱した
温水を一旦レシーバタンクに溜め、適宜前記熱交換器（温水パイプ）に通湯して、温室内
地面自体を蓄熱体とする手段が開示されている。
【０００６】
　また同様に特開平５－２６０８５７号公報（特許文献２）には、温室地下に泥状の蓄熱
地中を設け、当該蓄熱地中内に熱交換用地中パイプ（温水パイプ）を蛇行させて配置する
構造が開示されている。
【０００７】
　更に実開平６－７９２３０号公報（特許文献３）には、温室内に熱容量が大きいコンク
リート製ブロックを配置し、日中の太陽光による熱を蓄え、夜間の急激な温度低下対策と
している手法が開示されている。
【０００８】
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【特許文献１】特開平４－１０８３２１号公報。
【特許文献２】特開平５－２６０８５７号公報。
【特許文献３】実開平６－７９２３０号公報。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前記の特許文献１，２に開示されているように地下に蓄熱体を構築する手段は、温水配
管を温室地下全体に配設するために、植栽中には工事を行うことができない。また基本的
に植物の根部分が温められ、その後大気が暖められることになり、自然状態（大気温度に
よって地面が暖められる）とは育成環境が異なってしまう。
【００１０】
　また特許文献３記載のように大気と接触するコンクリートブロックを自然の蓄熱体とし
た場合には、特許文献１，２に開示されたように熱の供給がなされないので、温室内気温
維持が所望通りなされない場合がある。
【００１１】
　また前記の特許文献１，２，３は、太陽熱の利用であり、寒冷地においては熱源として
は不十分である。この対策として前記の温水配管に別置ボイラーから温水を供給する手段
も考えられるが、やはり自然状況と異なる育成条件となってしまう。
【００１２】
　更に外部熱源を採用する場合には、ボイラーのように燃料を利用する場合と、線状発熱
体（電熱線：特開平９－７４９２２号公報参照）を採用する場合があり、各単独で採用さ
れているが、経済性の点から両方を採用する場合に、特許文献１，２に開示されているよ
うに地中配管とすると施工が面倒となる。
【００１３】
　そこで本発明は、自然に近い暖房効果を蓄熱方式で実現すると共に、二系統熱源の採用
も容易に実現できる新規な蓄熱式暖房装置を提案したものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る蓄熱式暖房装置は、温室等の暖房対象の建屋内の適宜位置に、コンクリー
ト製Ｕ字側溝を形成し、前記側溝内に蓄熱用砕石を充填すると共に、前記蓄熱用砕石内に
線状発熱部を配設し、側溝上部をコンクリート製蓋体で被覆してなることを特徴とするも
のである。
【００１５】
　然して蓄熱部（蓄熱側溝部分）は、建屋内の任意の個所に構築でき、線状発熱部からの
放熱で、蓄熱用砕石が暖められ、コンクリート製蓋体を通して建屋内の大気を緩やかに且
つ長時間温めるもので、植栽状況は自然に近い状態となる。
【００１６】
　また本発明（請求項２）に係る蓄熱式暖房装置は、特に前記の蓄熱式暖房装置において
、露出地面上に構築した温室における側縁個所に側溝を形成してなるもので、温室におい
て植物栽培中であっても施工が可能である。
【００１７】
　また本発明（請求項３）に係る蓄熱式暖房装置は、特に前記の蓄熱式暖房装置において
、線状発熱部が、電熱線と温水パイプとを併設したものである。
【００１８】
　従ってそれぞれのエネルギー源として、太陽熱を利用する場合と、一方に太陽熱を利用
する場合と、双方に外部エネルギー源を採用する場合や、或いはそれらを組み合わせるこ
とで、蓄熱体に対する充熱を多様に選択採用できる。
【００１９】
　例えば植物栽培の農業用の場合、温室近傍のソーラーシステムからは温水を循環させて
蓄熱体の充熱が可能であり、電熱線への電力供給を太陽電池から行うことができ、また昼
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間には、ソーラーシステムからの温水供給を受け、夜間には経済的な夜間電力を使用する
こともできる。勿論ボイラーを採用して温水供給するようにしても良いものである。
【００２０】
　このように外気温の変動による影響を受けないように蓄熱個所からの放熱量を容易に制
御でき、暖房対象の使用目的や気候的条件等に加味してエネルギー効率に優れた所望の温
室暖房を設定することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明装置は上記のとおりで、温室に効果的な緩やかな暖房となり、蓄熱式において、
空気放熱方式を採用することで、植物栽培に適する温室暖房が実現されるとともに、Ｕ字
側溝の採用によって施工が容易に行うことができたものである。
【００２２】
　また特に暖房手段を二系統としたことによって、多様な暖房システムを構築することが
でき、暖房対象に応じて最適な暖房制御を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　次に本発明の実施の形態について説明する。本発明の蓄熱式暖房装置は、蓄熱部１と供
熱部２で構成され、例えば温室Ａに施工する場合には、温室における側縁個所に添って蓄
熱部１を構築するものである。
【００２４】
　蓄熱部１は、コンクリート製Ｕ字側溝１１を形成すると共に、前記側溝１１内に蓄熱用
砕石（玉砂利）１２を充填し、側溝１１の上部開口個所をコンクリート製蓋体１３で被覆
してなる。
【００２５】
　供熱部２は、前記の蓄熱用砕石１２内に配置した二種類の線状発熱部２１，２２と、こ
れらの線状発熱部２１，２２に対して発熱エネルギーを供給するエネルギー供給部２３，
２４で構成される。
【００２６】
　第一線状発熱部２１は、公知の電熱線であり、第一エネルギー供給部２３は外部電力で
構成され、特に夜間電力のみの供給を受けるようにしてなる。
【００２７】
　第二線状発熱部２２は温水配管で構成され、第二エネルギー供給部２４は、ソーラーシ
ステムで構成される自然温水供給部２４１と、燃料燃焼ボイラーで構成される強制温水供
給部２４２と、切換え弁２４３と、循環ポンプ２４４を備えてなるものである。
【００２８】
　而して昼間時には、第二エネルギー供給部２４において、太陽熱で暖められた温水を第
二線状発熱部２２に供給して、蓄熱用砕石１２を暖め、夜間においては、昼間で暖められ
ている蓄熱用砕石１２からの放熱で温室Ａ内の室温低下を少なくし、更に夜間電力を使用
して第一線状発熱部２１に通電し発熱させて蓄熱用砕石１２を暖める。
【００２９】
　特に蓄熱部１は、暖められた蓄熱用砕石１２からの熱は、コンクリート製蓋体１３を通
して温室空気に放熱されることになり、且つ蓄熱部１は温室Ａの両側全長に渡って設けら
れているので、温室Ａ内の全体が緩やかに暖められることになる。
【００３０】
　更に、寒冷地や高地等で夜間の急激な気温低下が想定される場合には、第二線状発熱部
２２に、燃料燃焼ボイラーで構成される強制温水供給部２４２から温水を供給し、夜間電
力で不足する熱量を補充するようにしたものである。
【００３１】
　従って経済的な夜間電力を有効利用すると共に、省エネとなるソーラーシステムによる
温水供給（自然温水供給部２４１の作動）、地域的条件から必要とされる燃料使用による
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【００３２】
　勿論温暖地域における温室栽培のように強制温水供給部２４２を組み込む必要がない場
合や、寒冷地域における温室栽培のように日照時間が短く、自然温水供給部２４１の運転
効率が悪い場合には、第二エネルギー供給部２４を、自然温水供給部２４１を組み込まず
に、強制温水供給部２４２のみとしても良い。
【００３３】
　このように当該地域の気候条件によって、運転状態並びに組み込み機構を適宜選択する
事ができるものである。
【００３４】
　勿論本発明は、前記の温室栽培のみに適用されるものではなく、工場や一般家屋におい
ても当然適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施形態の全体の説明図（温室端面図）。
【図２】同平面図。
【図３】同蓄熱部の断面図。
【図４】同蓄熱部の説明図（斜視断面図）。
【図５】同供熱部の説明図。
【符号の説明】
【００３６】
Ａ　　　　温室
１　　　　蓄熱部
１１　　　コンクリート製Ｕ字側溝
１２　　　蓄熱用砕石（玉砂利）
１３　　　コンクリート製蓋体
２　　　　供熱部
２１　　　第一線状発熱部（電熱線）
２２　　　第二線状発熱部（温水配管）
２３　　　第一エネルギー供給部
２４　　　第二エネルギー供給部
２４１　　自然温水供給部（ソーラーシステム）
２４２　　強制温水供給部（燃料燃焼ボイラー）
２４３　　切換え弁
２４４　　循環ポンプ
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